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【発熱、喉の痛み、咳などの症状があり受診したい場合は】　かかりつけ医や身近な医療機関、または千葉県新型コロナウイルス感染症相談センター☎0570-200-139（24
時間）へ

子どもたち自慢の小学校
～牧の原小学校～

▲今年度の各月の
レポートはこちら

広報レポーター
美馬光実（戸神台）

　牧の原小学校は、印西牧の原駅の北西に位置する小学校で、平成27年に開校し、
現在約900人の児童が在籍しています。宅地開発が進む地域のため、令和3年に第一
期教室棟増築工事が行われ、今年の夏からも第二期教室棟増築工事が始まるなど、児
童数の増加がさらに見込まれるマンモス校です。また敷地内には、牧の原地域交流セ
ンターが併設されており、子どもたちと地域住民たちとの交流の場にもなっています。
　学校を訪れて、まず驚いたのは、小学校とは思えないほどの美しい外観です。洗練
されたデザインで、しばらく足を止めて眺めてしまうほど。昇降口から校内に入る
と、圧巻の玄関ホールがお出迎えしてくれます。まるで美術館を訪れているかのよう
な感覚になりました。また屋上には、市が推進する再生可能エネルギー設備導入の一
環としての太陽光パネルが敷き詰められており、校舎で使用する電気の一部を賄って
いるそうです。
　全校生徒が一度に体育館へ入れないことや、度重なる増築工事によって校庭が狭く
なってしまい、100m走の直線コースを斜めに取らなけ
ればならないことなど、マンモス校ならではの悩みもあ
るようですが、それでも子どもたちはとても明るく、元
気いっぱい。そんな子どもたちに、学校について聞いた
ところ「この学校は僕たちの自慢の小学校です」ときっ
ぱり。
　来年開校10周年を迎える牧の原小学校。これからも
ずっと、子どもたちにとって自慢の小学校であり続けて
ください。

森林の調査にご協力を
　市内の森林のほとんどは、県が定める地域森林計画対象民有林に指定さ
れています。これらの森林を対象として、林業経営に適している森林などの
調査を実施します。
　市から業務の委託を受けた事業者が、皆さんの所有している森林に立ち入
る場合がありますので、ご理解とご協力をお願いします。
◎調査期間…9月1日㈮～12月28日㈭
◎調査事業者…アジア航測㈱
◎�調査方法…身分証明書を携帯した調査員が、林地内に立ち入り、写真撮
影などで森林の状況を確認します
問農政課農政係☎33-4487

圧巻の玄関ホール

住宅・土地統計調査にご協力を
　令和5年10月1日を基準日として実施する、住宅・土地統計調査は、日本の
住戸や土地に関する実態を明らかにする国の重要な調査で、統計法に基づい
た報告義務のある基幹統計調査です。調査結果は、国や地方公共団体にお
ける住宅関連施策などの基礎資料となる他、学術研究などにも活用されます。
　9・10月の調査期間中に、調査員が対象世帯に伺いますので、趣旨を理
解の上、回答（インターネットからも可）にご協力をお願いします。
問企画政策課政策推進係☎33-4068 kikakuka@city.inzai.chiba.jp

牧の原小の美しい外観

屋上の太陽光パネル

印西市営農継続特別給付金
　市では、将来に向けた農業経営の継続を総合的に支援することを目的
に、農業資材をはじめとする物価高騰や米の価格低下などの影響で、農業
経営の安定に支障が生じている農業者に対し、給付金を支給しています。
◎�給付額…税務申告書類において、農業収入金額のうち販売金額に100分
の5を乗じて得た額（上限50万円。千円未満切り捨て）

◎申請期限…10月31日㈫
※�支給要件、申請方法などの詳細は2次元コードから、または下
記へ
問農政課給付金申請窓口☎33-4634平日8時30分～17時

10月1日㈰〜令和7年3月31日㈪
本埜公民館が休館

　保全改修工事のため、上記の期間利用することができません。
　ご不便をおかけしますが、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
問本埜公民館☎97-2011

広報レポーターを募集中
　市内のイベントや身近な話題、紹介した
い場所などを取材し、記事を作ってみませ
んか。皆さんの記事が広報いんざい「住み
よさ実感」のコーナーで紹介されます。
◎�任期…11月1日㈬～令和7年10月31日㈮
定3人
他選考は書類審査
※応募状況で面接を実施する場合あり
申�10月2日㈪（消印有効）までに、申込書（下
記または市ホームページで配布）を下記へ
※�詳細は2次元コード
問�秘書広報課広報広聴係☎42-5117 kouhouka@
city.inzai.chiba.jp

リチウムイオン電池は分別して
廃棄しましょう！

　モバイルバッテリーなどに使われているリ
チウムイオン電池が、ごみ処理施設に運ばれ
た後、発火する事故が多発しています。
　電池を使用する製品を捨てる場合は、必ず
分別して出すようにしてください。
問印西クリーンセンター業務班☎46-2732 ▲発火した充電式製品




